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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　屋内空間および屋外空間を隔てた建物壁の開口に設置される日射遮蔽窓であって、

　内ガラスと、前記内ガラスに対して屋外側に配置された外ガラスとを備えており、

　前記外ガラスは、ガラス温度の上昇によって透過する透過日射量が少なくなる一方、ガ

ラス温度の低下によって透過する透過日射量が多くなる特性を有したサーモクロミックガ

ラスによって構成されており、

　前記内ガラスおよび前記外ガラスの間には、屋外空間に連通される中空層が形成されて

おり、

　前記サーモクロミックガラスの屋内面には、赤外線を遮断する熱遮断膜が形成されてお

り、

　前記サーモクロミックガラスの屋外面は、屋外側に露呈して配置されており、

　前記サーモクロミックガラスは、その赤外線透過率に応じて赤外線を透過すると共に透

過されない赤外線を直接吸収する

　ことを特徴とする日射遮蔽窓。

【請求項２】

　請求項１に記載の日射遮蔽窓において、

　前記熱遮断膜は、可視光線を透過し且つ赤外線を吸収する特性を有した熱線吸収膜によ

って構成されている

　ことを特徴とする日射遮蔽窓。

10

20



(2) JP  7090280  B2  2022.6.24

【 請 求 項 ３ 】

　 請 求 項 ２ に 記 載 の 日 射 遮 蔽 窓 に お い て 、

　 前 記 熱 線 吸 収 膜 の 赤 外 線 透 過 率 は 、 前 記 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス の 赤 外 線 透 過 率 よ り も

低 く な っ て い る

　 こ と を 特 徴 と す る 日 射 遮 蔽 窓 。

【 請 求 項 ４ 】

　 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ に 記 載 の 日 射 遮 蔽 窓 に お い て 、

　 前 記 熱 線 吸 収 膜 の 可 視 光 線 透 過 率 は 、 前 記 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス の 可 視 光 線 透 過 率 よ

り も 高 く な っ て い る

　 こ と を 特 徴 と す る 日 射 遮 蔽 窓 。

【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の 日 射 遮 蔽 窓 に お い て 、

　 前 記 熱 遮 断 膜 は 、 可 視 光 線 を 透 過 し 且 つ 赤 外 線 を 反 射 す る 特 性 を 有 し た 熱 線 反 射 膜 に よ

っ て 構 成 さ れ て い る

　 こ と を 特 徴 と す る 日 射 遮 蔽 窓 。

【 請 求 項 ６ 】

　 請 求 項 ５ に 記 載 の 日 射 遮 蔽 窓 に お い て 、

　 前 記 熱 線 反 射 膜 の 赤 外 線 透 過 率 は 、 前 記 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス の 赤 外 線 透 過 率 よ り も

低 く な っ て い る

　 こ と を 特 徴 と す る 日 射 遮 蔽 窓 。

【 請 求 項 ７ 】

　 請 求 項 ５ ま た は 請 求 項 ６ に 記 載 の 日 射 遮 蔽 窓 に お い て 、

　 前 記 熱 線 反 射 膜 の 可 視 光 線 透 過 率 は 、 前 記 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス の 可 視 光 線 透 過 率 よ

り も 高 く な っ て い る

　 こ と を 特 徴 と す る 日 射 遮 蔽 窓 。

【 請 求 項 ８ 】

　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 日 射 遮 蔽 窓 が 建 物 壁 の 開 口 に 設 置 さ れ た

建 物 壁 構 造 で あ っ て 、

　 前 記 建 物 壁 お よ び 前 記 日 射 遮 蔽 窓 の 外 ガ ラ ス の 間 に は 、 前 記 日 射 遮 蔽 窓 の 中 空 層 を 屋 外

空 間 に 連 通 す る 連 通 口 が 構 成 さ れ て お り 、

　 前 記 外 ガ ラ ス の 屋 外 面 は 、 前 記 建 物 壁 の 外 壁 面 に 対 し て 面 一 と な る 位 置 ま た は 屋 内 側 に

寄 っ た 位 置 に 配 置 さ れ て い る

　 こ と を 特 徴 と す る 建 物 壁 構 造 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 内 ガ ラ ス お よ び 外 ガ ラ ス を 備 え 、 外 ガ ラ ス を サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス で 構 成

し た 日 射 遮 蔽 窓 お よ び こ れ を 備 え た 建 物 壁 構 造 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 室 内 （ 屋 内 ） 側 の ガ ラ ス 板 と 、 屋 内 側 の ガ ラ ス 板 に 対 し て 間 隔 を 隔 て て 室 外 （ 屋

外 ） 側 に 配 置 さ れ た 屋 外 側 の ガ ラ ス 板 と を 備 え た 二 重 窓 が 知 ら れ て お り （ 特 許 文 献 １ 参 照

） 、 屋 外 側 の ガ ラ ス 板 に は サ ー モ ク ロ ミ ッ ク フ ィ ル ム が 接 合 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ２ － ２ ８ ９ ７ ８ ２ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 と こ ろ で 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の よ う な 二 重 窓 で は 、 一 般 に 屋 内 側 の ガ ラ ス 板 と 屋 外 側 の

ガ ラ ス 板 と の 間 の 中 空 層 は 密 閉 さ れ て 断 熱 性 が 保 た れ る 。 こ の よ う に 中 空 層 が 密 閉 さ れ た

二 重 窓 で は 、 日 射 量 が 多 い 場 合 に は 中 空 層 の 温 度 が 外 気 の 温 度 よ り も 高 く 保 た れ 、 屋 内 側

の ガ ラ ス 板 が 中 空 層 の 熱 を 受 け て 温 度 が 上 昇 し 、 屋 内 側 の ガ ラ ス 板 か ら 屋 内 空 間 へ の 熱 侵

入 量 が 大 き く な っ て し ま う 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 の 目 的 は 、 日 射 量 に 対 す る 熱 侵 入 量 を 抑 え る こ と が で き る 日 射 遮 蔽 窓 お よ び こ れ

を 備 え た 建 物 壁 構 造 を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 の 日 射 遮 蔽 窓 は 、 屋 内 空 間 お よ び 屋 外 空 間 を 隔 て た 建 物 壁 の 開 口 に 設 置 さ れ る 日

射 遮 蔽 窓 で あ っ て 、 内 ガ ラ ス と 、 前 記 内 ガ ラ ス に 対 し て 屋 外 側 に 配 置 さ れ た 外 ガ ラ ス と を

備 え て お り 、 前 記 外 ガ ラ ス は 、 ガ ラ ス 温 度 の 上 昇 に よ っ て 透 過 す る 透 過 日 射 量 が 少 な く な

る 一 方 、 ガ ラ ス 温 度 の 低 下 に よ っ て 透 過 す る 透 過 日 射 量 が 多 く な る 特 性 を 有 し た サ ー モ ク

ロ ミ ッ ク ガ ラ ス に よ っ て 構 成 さ れ て お り 、 前 記 内 ガ ラ ス お よ び 前 記 外 ガ ラ ス の 間 に は 、 屋

外 空 間 に 連 通 さ れ る 中 空 層 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。

　 本 発 明 の 日 射 遮 蔽 窓 に よ れ ば 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス の ガ ラ ス 温 度 が 変 化 す る こ と で

透 過 日 射 量 を 調 整 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 日 射 量 に 対 す る 日 射 遮 蔽 率 を 調 整 す る こ

と が で き る 。 ま た 、 内 ガ ラ ス お よ び 外 ガ ラ ス の 間 に 形 成 さ れ た 中 空 層 が 屋 外 空 間 と 連 通 し

て い る の で 、 日 射 量 が 多 い 場 合 で あ っ て も 中 空 層 か ら 屋 外 空 間 に 排 熱 で き る の で 、 中 空 層

の 熱 の 影 響 を 受 け る 内 ガ ラ ス か ら 屋 内 空 間 へ の 熱 侵 入 量 を 抑 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の 日 射 遮 蔽 窓 で は 、 前 記 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス の 屋 内 面 に は 、 赤 外 線 を 遮 断 す

る 熱 遮 断 膜 が 形 成 さ れ て い て も よ い 。

　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス の 屋 内 面 に 形 成 さ れ た 熱 遮 断 膜 が 、

サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス 全 体 を 透 過 し た 赤 外 線 を 吸 収 や 反 射 に よ っ て 遮 断 す る 。 こ の た め

、 赤 外 線 を 吸 収 し て フ ィ ル ム 温 度 が 上 昇 し た 熱 遮 断 膜 か ら サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス に 熱 伝

導 さ れ た り 、 熱 遮 断 膜 が 反 射 し た 赤 外 線 が サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス に 再 び 戻 さ れ た り す る

こ と で 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス の ガ ラ ス 温 度 の 上 昇 を 促 進 で き る 。 こ れ に よ り 、 太 陽 の

日 射 量 が 多 く な っ て 外 気 温 が 高 ま る 場 合 に は 、 例 え ば 熱 遮 断 膜 が 屋 内 面 に 形 成 さ れ て い な

い サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス と 比 べ て 、 外 ガ ラ ス が 遮 蔽 す る 日 射 量 を 速 や か に 多 く す る こ と

が で き 、 日 射 遮 蔽 窓 か ら 屋 内 空 間 へ の 熱 侵 入 量 を 抑 え る こ と が で き る 。

　 ま た 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス の 屋 内 面 に 形 成 さ れ た 熱 遮 断 膜 に よ っ て 赤 外 線 を 遮 断 す

る の で 、 熱 遮 断 膜 よ り も 屋 内 側 に 位 置 す る 中 空 層 や 内 ガ ラ ス の 温 度 上 昇 を 抑 え る こ と が で

き る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 の 日 射 遮 蔽 窓 で は 、 前 記 熱 遮 断 膜 は 、 可 視 光 線 を 透 過 し 且 つ 赤 外 線 を 吸 収 す る 特

性 を 有 し た 熱 線 吸 収 膜 に よ っ て 構 成 さ れ て い て も よ い 。

　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス を 透 過 す る 可 視 光 線 に 対 す る 熱 線 吸

収 膜 の 影 響 を 抑 え る こ と が で き る と 共 に 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス を 透 過 し た 赤 外 線 を 熱

線 吸 収 膜 に よ っ て 吸 収 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 赤 外 線 を 吸 収 す る こ と で 熱 線 吸 収 膜

の 温 度 が 上 昇 し 、 熱 線 吸 収 膜 か ら サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス に 熱 伝 導 し て 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ

ク ガ ラ ス の ガ ラ ス 温 度 の 上 昇 を 促 進 で き る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 日 射 遮 蔽 窓 で は 、 前 記 熱 線 吸 収 膜 の 赤 外 線 透 過 率 は 、 前 記 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ

ラ ス の 赤 外 線 透 過 率 よ り も 低 く な っ て い て も よ い 。

　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス を 透 過 し た 赤 外 線 を 熱 線 吸 収 膜 で 遮

断 で き る の で 、 日 射 遮 蔽 ガ ラ ス か ら 屋 内 空 間 へ の 熱 侵 入 量 を 抑 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の 日 射 遮 蔽 窓 で は 、 前 記 熱 線 吸 収 膜 の 可 視 光 線 透 過 率 は 、 前 記 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク
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ガ ラ ス の 可 視 光 線 透 過 率 よ り も 高 く な っ て い て も よ い 。

　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス を 透 過 し た 可 視 光 線 を 熱 線 吸 収 膜 に

も 透 過 さ せ る こ と が で き 、 熱 線 吸 収 膜 の 可 視 光 線 へ の 影 響 を 抑 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の 日 射 遮 蔽 窓 で は 、 前 記 熱 遮 断 膜 は 、 可 視 光 線 を 透 過 し 且 つ 赤 外 線 を 反 射 す る 特

性 を 有 し た 熱 線 反 射 膜 に よ っ て 構 成 さ れ て い て も よ い 。

　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス を 透 過 す る 可 視 光 線 に 対 す る 熱 線 反

射 膜 の 影 響 を 抑 え る こ と が で き る と 共 に 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス を 透 過 し た 赤 外 線 を 熱

線 反 射 膜 に よ っ て 反 射 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 赤 外 線 を 反 射 し て サ ー モ ク ロ ミ ッ ク

ガ ラ ス に 再 び 戻 す こ と で 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス の ガ ラ ス 温 度 の 上 昇 を 促 進 で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 の 日 射 遮 蔽 窓 で は 、 前 記 熱 線 反 射 膜 の 赤 外 線 透 過 率 は 、 前 記 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ

ラ ス の 赤 外 線 透 過 率 よ り も 低 く な っ て い て も よ い 。

　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス を 透 過 し た 赤 外 線 を 熱 線 反 射 膜 で 遮

断 で き る の で 、 日 射 遮 蔽 ガ ラ ス か ら 屋 内 空 間 へ の 熱 侵 入 量 を 抑 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 の 日 射 遮 蔽 窓 で は 、 前 記 熱 線 反 射 膜 の 可 視 光 線 透 過 率 は 、 前 記 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク

ガ ラ ス の 可 視 光 線 透 過 率 よ り も 高 く な っ て い て も よ い 。

　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス を 透 過 し た 可 視 光 線 を 熱 反 射 フ ィ ル

ム に も 透 過 さ せ る こ と が で き 、 熱 線 反 射 膜 の 可 視 光 線 へ の 影 響 を 抑 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 の 建 物 壁 構 造 は 、 前 述 し た 本 発 明 の 日 射 遮 蔽 窓 が 建 物 壁 の 開 口 に 設 置 さ れ た 建 物

壁 構 造 で あ っ て 、 前 記 建 物 壁 お よ び 前 記 日 射 遮 蔽 窓 の 外 ガ ラ ス の 間 に は 、 前 記 日 射 遮 蔽 窓

の 中 空 層 を 屋 外 空 間 に 連 通 す る 連 通 口 が 構 成 さ れ て お り 、 前 記 外 ガ ラ ス の 屋 外 面 は 、 前 記

建 物 壁 の 外 壁 面 に 対 し て 面 一 と な る 位 置 ま た は 屋 内 側 に 寄 っ た 位 置 に 配 置 さ れ て い る こ と

を 特 徴 と す る 。

　 本 発 明 の 建 物 壁 構 造 に よ れ ば 、 例 え ば 外 ガ ラ ス の 屋 外 面 が 建 物 壁 の 外 壁 面 よ り も 屋 外 側

に 突 出 し た 位 置 に 配 置 さ れ る 場 合 と 比 べ て 、 屋 外 空 間 か ら 中 空 層 に 流 れ 込 む 気 体 流 量 を 抑

え る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 中 空 層 の 温 度 が 過 度 に 低 下 し 、 こ の 温 度 の 影 響 を 受 け た

サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス を 透 過 す る 透 過 日 射 量 が 過 度 に 多 く な る こ と を 抑 制 で き て 、 日 射

遮 蔽 窓 を 透 過 す る 透 過 日 射 量 と 中 空 層 の 排 熱 と の バ ラ ン ス を 安 定 さ せ る こ と が で き 、 屋 内

空 間 に お け る 日 射 熱 取 得 率 を 小 さ く す る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 日 射 量 に 対 す る 熱 侵 入 量 を 抑 え る こ と が で き る 日 射 遮 蔽 窓 お よ び こ れ

を 備 え た 建 物 壁 構 造 を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ６ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 日 射 遮 蔽 窓 を 示 す 模 式 図 。

【 図 ２ 】 前 記 実 施 形 態 に 係 る 日 射 遮 蔽 窓 の 分 光 透 過 率 を 示 す グ ラ フ 。

【 図 ３ 】 前 記 実 施 形 態 に 係 る 日 射 遮 蔽 窓 の 熱 遮 断 フ ィ ル ム の 分 光 特 性 を 示 す グ ラ フ 。

【 図 ４ 】 前 記 実 施 形 態 に 係 る 日 射 遮 蔽 窓 の ガ ラ ス 温 度 お よ び 日 射 量 の 関 係 を 示 す グ ラ フ 。

【 図 ５ 】 前 記 実 施 形 態 に 係 る 日 射 遮 蔽 窓 の サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス の 配 置 を 示 す 模 式 図 。

【 図 ６ 】 前 記 実 施 形 態 に 係 る 日 射 遮 蔽 窓 の ガ ラ ス 温 度 お よ び 日 射 熱 取 得 率 の 関 係 を 示 す グ

ラ フ 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ［ 本 実 施 形 態 の 構 成 ］

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。

　 図 １ に お い て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 日 射 遮 蔽 窓 １ は 、 屋 内 空 間 お よ び 屋 外 空 間 を 隔 て た 建
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物 壁 ２ の 開 口 ３ に 設 置 さ れ る 二 重 窓 に よ っ て 構 成 さ れ て お り 、 内 ガ ラ ス ６ と 、 内 ガ ラ ス ６

よ り も 屋 外 側 に 配 置 さ れ た 外 ガ ラ ス ７ と を 備 え て い る 。 内 ガ ラ ス ６ は そ の 上 縁 、 下 縁 お よ

び 左 右 の 縦 縁 が 窓 枠 ４ （ 枠 体 ） に 取 り 付 け ら れ て お り 、 外 ガ ラ ス ７ は そ の 左 右 の 縦 縁 が 窓

枠 ４ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 外 ガ ラ ス ７ は 、 内 ガ ラ ス ６ に 対 し て 見 込 み 方 向 に 距 離 Ｌ を 隔

て て 配 置 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、 内 ガ ラ ス ６ お よ び 外 ガ ラ ス ７ の 間 に は 中 空 層 ８ が 形 成

さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 内 ガ ラ ス ６ は 、 矩 形 板 状 の 透 明 ガ ラ ス に よ っ て 構 成 さ れ て お り 、 外 ガ ラ ス ７ は 、 矩 形 板

状 の サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ と 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 屋 内 面 ２ ２ に 貼 り 付

け ら れ た 熱 遮 断 膜 と し て の シ ー ト 状 の 熱 遮 断 フ ィ ル ム ３ ０ と を 備 え た 日 射 遮 蔽 ガ ラ ス と し

て 構 成 さ れ て い る 。 熱 遮 断 フ ィ ル ム ３ ０ は 、 屋 内 面 ２ ２ の う ち 中 空 層 ８ に 露 出 す る 全 面 に

貼 り 付 け ら れ て い る 。 な お 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 屋 外 面 ２ １ は 屋 外 空 間 に 露 出

し て お り 、 熱 遮 断 フ ィ ル ム ３ ０ な ど は 貼 り 付 け ら れ て い な い 。

　 外 ガ ラ ス ７ の 屋 外 面 、 す な わ ち サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 屋 外 面 ２ １ は 、 図 １ に お

い て は 前 記 建 物 壁 ２ の 開 口 ３ の う ち 外 壁 面 ２ Ａ に 対 し て 面 一 と な る 位 置 に 配 置 さ れ て い る

。 外 ガ ラ ス ７ の 上 縁 お よ び 下 縁 と 建 物 壁 ２ と の 間 に は 、 中 空 層 ８ を 屋 外 空 間 に 連 通 す る 連

通 口 ９ が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て お り 、 外 ガ ラ ス ７ に 対 し て 上 下 に 位 置 す る 二 つ の 連 通 口 ９ の

う ち の 一 方 か ら 屋 外 の 空 気 を 中 空 層 ８ に 取 り 入 れ 、 他 方 か ら 中 空 層 ８ の 空 気 を 排 出 す る こ

と で 、 中 空 層 ８ を 換 気 可 能 と な っ て い る 。

　 こ こ で 、 連 通 口 ９ の 開 口 面 積 が 大 き す ぎ る と 、 中 空 層 ８ か ら の 排 熱 量 が 多 く な り 、 外 ガ

ラ ス ７ の サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の ガ ラ ス 温 度 が 外 気 温 （ 屋 外 温 度 ） と ほ ぼ 同 じ と な

っ て し ま い 、 太 陽 ５ の 日 射 に よ っ て サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の ガ ラ ス 温 度 が 上 昇 し に

く く な る 。 一 方 、 連 通 口 ９ の 開 口 面 積 が 小 さ す ぎ る と 、 中 空 層 ８ か ら の 排 熱 量 が 少 な く な

り 、 内 ガ ラ ス ６ が 中 空 層 ８ の 熱 を 受 け て ガ ラ ス 温 度 が 上 昇 し 、 屋 内 空 間 へ の 熱 侵 入 量 が 大

き く な っ て し ま う 。 本 実 施 形 態 で は 、 連 通 口 ９ の 開 口 面 積 は 、 日 射 遮 蔽 窓 １ か ら 屋 内 空 間

へ の 対 流 放 射 に よ る 熱 侵 入 量 と 、 日 射 遮 蔽 窓 １ を 透 過 す る 透 過 日 射 量 と の 総 量 が 最 小 と な

る 排 熱 量 と な る よ う に 、 中 空 層 ８ の 容 量 や 外 ガ ラ ス ７ の 特 性 な ど と の 関 係 を 考 慮 し て 設 定

さ れ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ は 、 透 明 ガ ラ ス に 二 酸 化 バ ナ ジ ウ ム な ど の 遷 移 金 属 酸 化 物

を 含 ん だ サ ー モ ク ロ ミ ッ ク 層 を 設 け て 構 成 さ れ て い る 。 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ は 、

ガ ラ ス 温 度 の 変 化 に よ っ て 日 射 量 の 透 過 率 が 変 化 す る サ ー モ ク ロ ミ ッ ク 現 象 が 生 じ る も の

で あ り 、 ガ ラ ス 温 度 の 上 昇 に よ っ て 透 過 す る 透 過 日 射 量 が 少 な く な る 一 方 、 ガ ラ ス 温 度 の

低 下 に よ っ て 透 過 す る 透 過 日 射 量 が 多 く な る 特 性 を 有 し て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 サ ー モ

ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ は ガ ラ ス 温 度 の 変 化 に よ っ て 主 に 可 視 光 線 透 過 率 が 変 化 す る 特 性 を

有 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 ２ （ Ａ ） の グ ラ フ は サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 分 光 透 過 率 を 示 し て い る 。 こ の グ

ラ フ で は 、 縦 軸 が 日 射 の 透 過 率 （ ％ ） で あ り 、 横 軸 が 日 射 の 波 長 （ ｎ ｍ ） で あ り 、 ガ ラ ス

温 度 が ２ ０ ℃ 、 ４ ０ ℃ 、 ５ ０ ℃ 、 ７ ０ ℃ で あ る 場 合 の 透 過 率 と 波 長 の 関 係 を 、 線 種 を 分 け

て そ れ ぞ れ 示 し て い る 。

　 こ こ で 、 本 実 施 形 態 で は 、 可 視 放 射 の 波 長 範 囲 は 、 短 波 長 限 界 を ３ ６ ０ ｎ ｍ ～ ４ ０ ０ ｎ

ｍ と し 、 且 つ 長 波 長 限 界 を ７ ６ ０ ｎ ｍ ～ ８ ３ ０ ｎ ｍ と し 、 こ の 波 長 範 囲 を 可 視 光 線 領 域 と

す る 。 ま た 、 赤 外 放 射 の 波 長 範 囲 は 、 単 色 光 成 分 の 波 長 が 可 視 放 射 の 波 長 よ り も 長 く 、 短

波 長 限 界 を ７ ６ ０ ｎ ｍ ～ ８ ３ ０ ｎ ｍ と し た 波 長 範 囲 を 赤 外 線 領 域 と す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 ２ （ Ａ ） の グ ラ フ で は 、 ガ ラ ス 温 度 ２ ０ ℃ ～ ７ ０ ℃ の 変 化 に 応 じ て 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ

ク ガ ラ ス ２ ０ の 可 視 光 線 領 域 に お け る 可 視 光 線 透 過 率 は 、 赤 外 線 領 域 に お け る 赤 外 線 透 過

率 よ り も 大 き く 変 化 し て い る 。 具 体 的 に は 、 可 視 光 線 領 域 に お い て 波 長 が ６ ０ ０ ｎ ｍ 程 度

で あ る 場 合 に 可 視 光 線 透 過 率 の 変 化 が 大 き く な っ て お り 、 ガ ラ ス 温 度 ２ ０ ℃ で は 可 視 光 線
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透 過 率 が ６ ５ ％ 程 度 で あ る 一 方 、 ガ ラ ス 温 度 ７ ０ ℃ で は 可 視 光 線 透 過 率 が １ ５ ％ 程 度 で あ

り 、 お よ そ ５ ０ ％ の 可 視 光 線 透 過 率 の 変 化 範 囲 が み ら れ る 。 こ れ に 対 し て 、 赤 外 線 領 域 に

お い て 波 長 が １ ０ ０ ０ ｎ ｍ 程 度 で あ る 場 合 に 赤 外 線 透 過 率 の 変 化 が 大 き く な っ て お り 、 ガ

ラ ス 温 度 ２ ０ ℃ で は 赤 外 線 透 過 率 が ６ ２ ％ 程 度 で あ る 一 方 、 ガ ラ ス 温 度 ７ ０ ℃ で は 赤 外 線

透 過 率 が ４ ７ ％ 程 度 で あ り 、 お よ そ １ ５ ％ の 赤 外 線 透 過 率 の 変 化 が み ら れ る 。 こ の よ う に

、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の ガ ラ ス 温 度 ２ ０ ℃ ～ ７ ０ ℃ の 変 化 に 応 じ て 、 可 視 光 線 透

過 率 が ５ ０ ％ 程 度 も 変 化 す る の に 対 し 、 赤 外 線 透 過 率 は １ ５ ％ 程 度 し か 変 化 し な い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ま た 、 図 ２ （ Ａ ） の グ ラ フ で は 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の ガ ラ ス 温 度 ２ ０ ℃ の 場

合 に は 、 可 視 光 線 領 域 に お け る 波 長 ８ ０ ０ ｎ ｍ 程 度 で 可 視 光 線 透 過 率 ７ ３ ％ 程 度 で あ る の

に 対 し 、 赤 外 線 領 域 に お け る 波 長 １ ６ ０ ０ ｎ ｍ 程 度 で 赤 外 線 透 過 率 ７ ０ ％ 程 度 と な っ て い

る 。 こ の こ と よ り 、 ガ ラ ス 温 度 が 低 下 し た 場 合 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 可 視 光 線

透 過 率 お よ び 赤 外 線 透 過 率 は 同 程 度 （ 数 ％ の 違 い を 含 む ） と な る 。 一 方 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ

ク ガ ラ ス ２ ０ の ガ ラ ス 温 度 ７ ０ ℃ の 場 合 に は 、 可 視 光 線 領 域 に お け る 波 長 ６ ０ ０ ｎ ｍ 程 度

で 可 視 光 線 透 過 率 １ ５ ％ 程 度 で あ る の に 対 し 、 赤 外 線 領 域 に お け る 波 長 １ ７ ０ ０ ｎ ｍ 程 度

で 赤 外 線 透 過 率 ３ １ ％ 程 度 で あ る 。 こ の こ と よ り 、 ガ ラ ス 温 度 が 上 昇 し た 場 合 、 サ ー モ ク

ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 可 視 光 線 透 過 率 は 赤 外 線 透 過 率 よ り も 低 く な る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 熱 遮 断 フ ィ ル ム ３ ０ は 、 主 に 赤 外 線 （ 熱 線 ） を 吸 収 す る 特 性 を 有 し た 熱 線 吸 収 膜 と し て

の シ ー ト 状 の 熱 線 吸 収 フ ィ ル ム に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。

　 熱 線 吸 収 フ ィ ル ム は 、 例 え ば ポ リ エ ス テ ル 等 の 樹 脂 フ ィ ル ム が 積 層 さ れ た 構 造 と さ れ る

が 、 前 述 し た 特 性 お よ び 後 述 す る 特 性 を 発 揮 可 能 な 構 成 で あ れ ば 前 記 構 造 で な く て も よ い

。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 図 ３ （ Ａ ） の グ ラ フ は 熱 線 吸 収 フ ィ ル ム の 分 光 特 性 を 示 し て い る 。 こ の グ ラ フ で は 、 縦

軸 が 日 射 の 透 過 率 ・ 吸 収 率 （ ％ ） で あ り 、 横 軸 が 日 射 の 波 長 （ ｎ ｍ ） で あ り 、 熱 線 吸 収 フ

ィ ル ム の 透 過 率 と 波 長 の 関 係 を 実 線 で 示 し て お り 、 熱 線 吸 収 フ ィ ル ム の 吸 収 率 と 波 長 の 関

係 を 点 線 で 示 し て い る 。

　 図 ３ （ Ａ ） の グ ラ フ で は 、 熱 線 吸 収 フ ィ ル ム は 、 可 視 光 線 は あ ま り 吸 収 せ ず に 透 過 す る

一 方 、 赤 外 線 を 多 く 吸 収 し て あ ま り 透 過 し な い 特 性 を 有 し て い る こ と が わ か る 。 ま た 、 熱

線 吸 収 フ ィ ル ム の 可 視 光 線 透 過 率 が 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 可 視 光 線 透 過 率 よ り

も 高 く な っ て お り 、 熱 線 吸 収 フ ィ ル ム の 赤 外 線 透 過 率 が 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の

赤 外 線 透 過 率 よ り も 低 く な っ て い る こ と が わ か る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 図 ２ （ Ｂ ） の グ ラ フ は 、 本 実 施 形 態 の 外 ガ ラ ス ７ と し て 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０

の 屋 内 面 ２ ２ に 熱 遮 断 フ ィ ル ム ３ ０ と し て 熱 線 吸 収 フ ィ ル ム を 貼 り 付 け た も の の 分 光 透 過

率 を 示 し て い る 。 こ の グ ラ フ で は 、 縦 軸 が 日 射 の 透 過 率 （ ％ ） で あ り 、 横 軸 が 日 射 の 波 長

（ ｎ ｍ ） で あ り 、 ガ ラ ス 温 度 が ２ ０ ℃ 、 ４ ０ ℃ 、 ５ ０ ℃ 、 ７ ０ ℃ で あ る 場 合 の 透 過 率 と 波

長 の 関 係 を 、 線 種 を 分 け て そ れ ぞ れ 示 し て い る 。

　 図 ２ （ Ｂ ） の グ ラ フ で は 、 日 射 遮 蔽 ガ ラ ス １ ０ の 可 視 光 線 透 過 率 の 変 化 範 囲 は 、 図 ２ （

Ａ ） の グ ラ フ に 示 さ れ る サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 可 視 光 線 透 過 率 の 変 化 範 囲 と 比 べ

て 、 同 程 度 以 上 の 変 化 範 囲 を 保 っ て い る こ と が わ か る 。 ま た 、 図 ２ （ Ｂ ） の グ ラ フ に お け

る 可 視 光 線 透 過 率 は 、 図 ２ （ Ａ ） の グ ラ フ に お け る 可 視 光 線 透 過 率 と 比 べ て 、 １ ０ ％ 前 後

の 低 下 に 抑 え ら れ て い る こ と か ら 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 屋 内 面 ２ ２ に 熱 線 吸 収

フ ィ ル ム を 貼 り 付 け て も 、 外 ガ ラ ス ７ の 可 視 光 線 透 過 率 へ の 影 響 は 低 い こ と が わ か る 。

　 一 方 、 図 ２ （ Ｂ ） の グ ラ フ で は 、 外 ガ ラ ス ７ の 赤 外 線 透 過 率 が 、 図 ２ （ Ａ ） の グ ラ フ に

示 さ れ る サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 赤 外 線 透 過 率 に 対 し て 大 幅 に 低 く な っ て お り 、 こ

の よ う に 透 過 率 が 低 く な っ た 分 は 熱 線 吸 収 フ ィ ル ム に よ っ て 吸 収 さ れ 、 熱 線 吸 収 フ ィ ル ム

の フ ィ ル ム 温 度 が 上 昇 し て サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ に 熱 伝 導 さ れ る こ と が 推 測 さ れ る

。
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【 ０ ０ ２ ６ 】

　 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 屋 内 面 ２ ２ に 熱 遮 断 フ ィ ル ム ３ ０ と し て 熱 線 吸 収 フ ィ ル

ム を 貼 り 付 け た 外 ガ ラ ス ７ は 、 次 の よ う に 作 用 す る 。 こ こ で は 、 外 気 温 （ 屋 外 温 度 ） が 室

温 （ 屋 内 温 度 ） よ り も 高 い 場 合 を 想 定 す る 。

　 図 １ に 示 す よ う に 、 太 陽 ５ か ら の 日 射 を サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ が 受 け る と 、 サ ー

モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ は そ の 透 過 率 に 応 じ て 可 視 光 線 お よ び 赤 外 線 を 透 過 す る と 共 に 透

過 さ れ な い 赤 外 線 を 直 接 吸 収 す る 。

　 次 に 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ を 透 過 し た 日 射 を 熱 線 吸 収 フ ィ ル ム が 受 け る と 、 熱

線 吸 収 フ ィ ル ム は そ の 透 過 率 に 応 じ て 可 視 光 線 を 透 過 し 且 つ 赤 外 線 を 吸 収 す る 。 熱 線 吸 収

フ ィ ル ム を 透 過 し た 可 視 光 線 は 屋 内 空 間 に 入 射 さ れ る が 、 赤 外 線 は 熱 線 吸 収 フ ィ ル ム に 吸

収 さ れ て 屋 内 空 間 に ほ ぼ 入 射 さ れ な い の で 、 外 ガ ラ ス ７ が 受 け る 日 射 量 （ 屋 外 面 ２ １ が 受

け る 窓 面 日 射 量 ） に 対 す る 屋 内 空 間 へ の 熱 侵 入 率 は 低 く 抑 え ら れ る 。 ま た 、 熱 線 吸 収 フ ィ

ル ム は 、 吸 収 し た 赤 外 線 に よ っ て フ ィ ル ム 温 度 が 上 昇 す る の で 、 フ ィ ル ム 温 度 が サ ー モ ク

ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の ガ ラ ス 温 度 よ り も 高 く な っ た 場 合 に は 熱 伝 導 し て ガ ラ ス 温 度 の 上 昇

を 促 進 さ せ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 太 陽 ５ か ら の 日 射 が 強 ま っ て 外 ガ ラ ス ７ の 屋 外 面 ２ １ が 受 け る 窓 面 日 射 量 が 多 く な っ て

い く 場 合 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の ガ ラ ス 温 度 は 、 日 射 を 直 接 吸 収 す る う え 、 熱 線

吸 収 フ ィ ル ム か ら 熱 伝 導 さ れ て 熱 取 得 す る こ と で 速 や か に 上 昇 す る 。 こ の た め 、 サ ー モ ク

ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 可 視 光 線 透 過 率 は 速 や か に 低 く な り 、 可 視 光 線 遮 蔽 率 は 高 く な る 。

ま た 、 太 陽 ５ か ら の 日 射 が 弱 ま っ て 外 ガ ラ ス ７ の 屋 外 面 ２ １ が 受 け る 窓 面 日 射 量 が 少 な く

な っ て い く 場 合 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ が 日 射 を 直 接 吸 収 す る 量 が 少 な く な る と 共

に 、 熱 線 吸 収 フ ィ ル ム か ら 熱 取 得 す る 量 も 少 な く な り 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の ガ

ラ ス 温 度 が 低 下 す る 。 こ の た め 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 可 視 光 線 透 過 率 は 高 く な

り 、 可 視 光 線 遮 蔽 率 は 低 く な る 。 こ の よ う に 、 日 射 遮 蔽 窓 １ は 日 射 量 に 応 じ て 日 射 遮 蔽 す

る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 ４ の グ ラ フ は 、 外 気 温 ３ ０ ℃ お よ び 室 温 ２ ５ ℃ の 下 、 前 述 し た よ う に 外 ガ ラ ス ７ の 屋

外 面 ２ １ が 受 け る 窓 面 日 射 量 （ Ｗ /ｍ
２

） お よ び ガ ラ ス 温 度 （ ℃ ） の 関 係 と 、 熱 遮 断 フ ィ

ル ム ３ ０ が 貼 り 付 け ら れ て い な い サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ 単 体 に お け る 窓 面 日 射 量 （

Ｗ /ｍ
２

） お よ び ガ ラ ス 温 度 （ ℃ ） の 関 係 と を 示 し て い る 。

　 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ 単 体 の ガ ラ ス 温 度 は 、 窓 面 日 射 量 が １ ０ ０ Ｗ /ｍ
２

か ら ９

０ ０ Ｗ /ｍ
２

ま で 多 く な る 間 に 、 ３ ０ ℃ 程 度 か ら ４ ６ ℃ 程 度 に ま で 上 昇 す る 。 こ れ に 対 し

て 、 外 ガ ラ ス ７ （ サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ ＋ 熱 線 吸 収 フ ィ ル ム ） の ガ ラ ス 温 度 は 、 窓

面 日 射 量 が １ ０ ０ Ｗ /ｍ
２

か ら ９ ０ ０ Ｗ /ｍ
２

ま で 多 く な る 間 に 、 ３ １ ℃ 程 度 か ら ５ ５ ℃ 程

度 に ま で 上 昇 す る 。 こ の こ と よ り 、 窓 面 日 射 量 に 対 す る ガ ラ ス 温 度 の 上 昇 率 は 、 サ ー モ ク

ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ 単 体 よ り も 外 ガ ラ ス ７ の 方 が 高 い こ と が わ か る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 図 ５ で は 、 日 射 遮 蔽 窓 １ に お け る 内 ガ ラ ス ６ お よ び 外 ガ ラ ス ７ 間 の 距 離 Ｌ を １ ０ ０ ｍ ｍ

、 ３ ０ ｍ ｍ に 設 定 し た も の と 、 中 空 層 ８ が 密 閉 さ れ た も の と を 模 式 的 に 示 し て い る 。 こ こ

で は 、 図 ５ （ Ａ ） に 示 す よ う に 距 離 Ｌ を １ ０ ０ ｍ ｍ に 設 定 し た も の を 日 射 遮 蔽 窓 １ Ａ と し

、 図 ５ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 距 離 Ｌ を ３ ０ ｍ ｍ に 設 定 し た も の を 日 射 遮 蔽 窓 １ Ｂ と し 、 図 ５

（ Ｃ ） に 示 す よ う に 中 空 層 ８ を 密 閉 し た も の （ 距 離 Ｌ は １ ２ ｍ ｍ ） を 日 射 遮 蔽 窓 １ Ｃ と す

る 。 日 射 遮 蔽 窓 １ Ａ は 、 外 ガ ラ ス ７ が 外 壁 面 ２ Ａ よ り も 屋 外 側 に 位 置 し て お り 、 こ の 場 合

は 、 外 ガ ラ ス ７ が 外 壁 面 ２ Ａ よ り も 屋 内 側 に あ る 場 合 と 比 べ て 、 外 ガ ラ ス ７ が 屋 外 の 風 を

受 け や す い の で 対 流 熱 伝 達 が 大 き く な る 。 日 射 遮 蔽 窓 １ Ｂ は 、 外 ガ ラ ス ７ が 外 壁 面 ２ Ａ よ

り も 屋 内 側 に 位 置 し て い る 。 な お 、 連 通 口 ９ が な い 日 射 遮 蔽 窓 １ Ｃ は 、 連 通 口 ９ が あ る 日

射 遮 蔽 窓 １ Ａ ， １ Ｂ と 比 較 す る た め の 参 考 と し て 挙 げ て い る 。

　 図 ６ の グ ラ フ は 、 前 述 し た 日 射 遮 蔽 窓 １ Ａ ～ １ Ｃ を 建 物 壁 ２ の 開 口 ３ に そ れ ぞ れ 設 置 し

た 場 合 の 日 射 熱 取 得 率 （ ％ ） と ガ ラ ス 温 度 （ ℃ ） と の 関 係 を 示 し て い る 。 日 射 熱 取 得 率 は
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、 外 ガ ラ ス ７ の 屋 外 面 ２ １ が 受 け る 窓 面 日 射 量 （ 日 射 量 ） に 対 す る 屋 内 空 間 の 熱 取 得 率 で

あ り 、 ガ ラ ス 温 度 は 外 ガ ラ ス ７ の サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 温 度 で あ る 。 環 境 条 件 は

、 夏 期 条 件 を 想 定 し て 外 気 温 ３ ５ ℃ 、 室 温 ２ ５ ℃ 、 窓 面 日 射 量 ８ ０ ０ Ｗ /ｍ
２

と し 、 窓 サ

イ ズ は 上 下 寸 法 ２ ｍ 、 幅 寸 法 １ ｍ と し た 。

　 図 ６ の グ ラ フ で は 、 距 離 Ｌ が １ ０ ０ ｍ ｍ と さ れ た 日 射 遮 蔽 窓 １ Ａ の ガ ラ ス 温 度 は ４ ５ ℃

～ ５ ０ ℃ の 間 に あ る の に 対 し 、 距 離 Ｌ が ３ ０ ｍ ｍ と さ れ た 日 射 遮 蔽 窓 １ Ｂ の ガ ラ ス 温 度 は

５ ５ ℃ ～ ６ ０ ℃ の 間 に あ り 、 日 射 遮 蔽 窓 １ Ａ の ガ ラ ス 温 度 よ り も 高 く な っ て い る 。 ま た 、

日 射 遮 蔽 窓 １ Ａ ， １ Ｂ の 日 射 熱 取 得 率 は い ず れ も ３ ０ ％ よ り も 低 く 、 日 射 遮 蔽 窓 １ Ｂ の 日

射 熱 取 得 率 は 日 射 遮 蔽 窓 １ Ａ の 日 射 熱 取 得 率 よ り も 更 に 低 く な っ て い る 。 一 方 、 中 空 層 ８

が 密 閉 さ れ た 日 射 遮 蔽 窓 １ Ｃ の ガ ラ ス 温 度 は ６ ０ ℃ ～ ６ ５ ℃ の 間 に あ り 、 日 射 熱 取 得 率 は

３ ０ ％ よ り も 高 く な っ て お り 、 ガ ラ ス 温 度 お よ び 日 射 熱 取 得 率 の い ず れ も 日 射 遮 蔽 窓 １ Ａ

， １ Ｂ の ガ ラ ス 温 度 お よ び 日 射 熱 取 得 率 よ り も 高 く な っ て い る 。

　 こ の こ と よ り 、 連 通 口 ９ が あ る 日 射 遮 蔽 窓 １ Ａ ， １ Ｂ で は 、 中 空 層 ８ の 屋 外 空 間 へ の 排

熱 に よ っ て 屋 内 空 間 へ の 熱 侵 入 が 抑 え ら れ て い る こ と が わ か る 。 ま た 、 日 射 遮 蔽 窓 １ Ｂ は

、 日 射 遮 蔽 窓 １ Ａ と 比 べ て 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の ガ ラ ス 温 度 が 高 い こ と か ら 透

過 日 射 量 も 少 な く な り 、 日 射 遮 蔽 窓 １ Ｂ の 透 過 日 射 量 と 中 空 層 ８ の 排 熱 量 と の 総 量 が 小 さ

く な る 結 果 、 日 射 熱 取 得 率 が 低 く な っ て い る こ と が わ か る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 以 上 の 日 射 遮 蔽 窓 １ に お い て 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 屋 内 面 ２ ２ に 貼 り 付 け ら

れ る 熱 遮 断 フ ィ ル ム ３ ０ は 熱 線 吸 収 フ ィ ル ム と し て 説 明 し た が 、 熱 線 吸 収 フ ィ ル ム で は な

く 、 主 に 赤 外 線 を 反 射 す る 特 性 を 有 し た 熱 線 反 射 膜 と し て の シ ー ト 状 の 熱 線 反 射 フ ィ ル ム

と し て も よ い 。

　 熱 線 反 射 フ ィ ル ム は 、 例 え ば ポ リ エ ス テ ル 等 の 樹 脂 フ ィ ル ム が 積 層 さ れ た 構 造 と さ れ る

が 、 前 述 し た 特 性 お よ び 後 述 す る 特 性 を 発 揮 可 能 な 構 成 で あ れ ば 前 記 構 造 で な く て も よ い

。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 図 ３ （ Ｂ ） の グ ラ フ は 熱 線 反 射 フ ィ ル ム の 分 光 特 性 を 示 し て い る 。 こ の グ ラ フ で は 、 縦

軸 が 日 射 の 透 過 率 ・ 反 射 率 （ ％ ） で あ り 、 横 軸 が 日 射 の 波 長 （ ｎ ｍ ） で あ り 、 熱 線 反 射 フ

ィ ル ム の 透 過 率 と 波 長 の 関 係 を 実 線 で 示 し て お り 、 熱 線 反 射 フ ィ ル ム の 反 射 率 と 波 長 の 関

係 を 点 線 で 示 し て い る 。

　 図 ３ （ Ｂ ） の グ ラ フ で は 、 熱 線 反 射 フ ィ ル ム は 、 可 視 光 線 は あ ま り 反 射 せ ず に 透 過 す る

一 方 、 赤 外 線 を 多 く 反 射 し て あ ま り 透 過 し な い 特 性 を 有 し て い る こ と が わ か る 。 ま た 、 熱

線 反 射 フ ィ ル ム の 可 視 光 線 透 過 率 は 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 赤 外 線 透 過 率 よ り も

低 く な っ て い る こ と が わ か る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 屋 内 面 ２ ２ に 熱 遮 断 フ ィ ル ム ３ ０ と し て 熱 線 反 射 フ ィ ル

ム を 貼 り 付 け た 外 ガ ラ ス ７ が 窓 枠 ４ に 取 り 付 け ら れ た 日 射 遮 蔽 窓 １ は 、 次 の よ う に 作 用 す

る 。 こ こ で は 、 外 気 温 が 室 温 よ り も 高 い 場 合 を 想 定 す る 。

　 図 １ に 示 す よ う に 、 太 陽 ５ か ら の 日 射 を サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ が 受 け る と 、 サ ー

モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ は そ の 透 過 率 に 応 じ て 可 視 光 線 お よ び 赤 外 線 を 透 過 す る と 共 に 透

過 さ れ な い 赤 外 線 を 直 接 吸 収 す る 。

　 次 に 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ を 透 過 し た 日 射 を 熱 線 反 射 フ ィ ル ム が 受 け る と 、 熱

線 反 射 フ ィ ル ム は そ の 透 過 率 に 応 じ て 可 視 光 線 を 透 過 し 且 つ 赤 外 線 を 反 射 す る 。 熱 線 反 射

フ ィ ル ム を 透 過 し た 可 視 光 線 は 屋 内 空 間 に 入 射 さ れ る が 、 赤 外 線 は 熱 線 反 射 フ ィ ル ム に 反

射 さ れ る こ と で 屋 内 空 間 へ の 入 射 量 が 少 な い の で 、 外 ガ ラ ス ７ が 受 け る 日 射 量 に 対 す る 屋

内 空 間 へ の 熱 侵 入 率 は 低 く 抑 え ら れ る 。 ま た 、 熱 線 反 射 フ ィ ル ム に 反 射 さ れ た 赤 外 線 は 再

び サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ に 戻 さ れ 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ は 反 射 さ れ た 赤 外

線 を 吸 収 す る の で 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の ガ ラ ス 温 度 の 上 昇 は 促 進 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 太 陽 ５ か ら の 日 射 が 強 ま っ て 外 ガ ラ ス ７ の 屋 外 面 ２ １ が 受 け る 窓 面 日 射 量 が 多 く な っ て
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い く 場 合 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の ガ ラ ス 温 度 は 、 日 射 を 直 接 吸 収 す る う え 、 熱 線

反 射 フ ィ ル ム に 反 射 さ れ た 赤 外 線 を 吸 収 す る こ と で 速 や か に 上 昇 す る 。 こ の た め 、 サ ー モ

ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 可 視 光 線 透 過 率 は 速 や か に 低 く な り 、 可 視 光 線 遮 蔽 率 は 高 く な る

。 ま た 、 太 陽 ５ か ら の 日 射 が 弱 ま っ て 外 ガ ラ ス ７ の 屋 外 面 ２ １ が 受 け る 窓 面 日 射 量 が 少 な

く な っ て い く 場 合 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ が 日 射 を 直 接 吸 収 す る 量 が 少 な く な る と

共 に 、 熱 線 反 射 フ ィ ル ム に 反 射 す る 赤 外 線 の 量 も 少 な く な り 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２

０ の ガ ラ ス 温 度 が 低 下 す る 。 こ の た め 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 可 視 光 線 透 過 率 は

高 く な り 、 可 視 光 線 遮 蔽 率 は 低 く な る 。 こ の よ う に 、 日 射 遮 蔽 窓 １ は 日 射 量 に 応 じ て 日 射

遮 蔽 す る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

［ 本 実 施 形 態 の 効 果 ］

（ １ ） 本 実 施 形 態 で は 、 日 射 遮 蔽 窓 １ は 、 内 ガ ラ ス ６ お よ び 外 ガ ラ ス ７ を 備 え て お り 、 外

ガ ラ ス ７ は 、 ガ ラ ス 温 度 の 上 昇 に よ っ て 透 過 す る 透 過 日 射 量 が 少 な く な る 一 方 、 ガ ラ ス 温

度 の 低 下 に よ っ て 透 過 す る 透 過 日 射 量 が 多 く な る 特 性 を 有 し た サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２

０ に よ っ て 構 成 さ れ て お り 、 内 ガ ラ ス ６ お よ び 外 ガ ラ ス ７ の 間 に は 、 屋 外 空 間 に 連 通 さ れ

る 中 空 層 ８ が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。 上 記 構 成 を 有 す る た め 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ

ク ガ ラ ス ２ ０ の ガ ラ ス 温 度 が 変 化 す る こ と で 透 過 日 射 量 を 調 整 す る こ と が で き 、 こ れ に よ

り 、 日 射 量 に 対 す る 日 射 遮 蔽 率 を 調 整 す る こ と が で き る 。 ま た 、 内 ガ ラ ス ６ お よ び 外 ガ ラ

ス ７ の 間 に 形 成 さ れ た 中 空 層 ８ が 屋 外 空 間 と 連 通 し て い る の で 、 日 射 量 が 多 い 場 合 で あ っ

て も 中 空 層 ８ か ら 屋 外 空 間 に 排 熱 で き る の で 、 中 空 層 ８ の 熱 の 影 響 を 受 け る 内 ガ ラ ス ６ か

ら 屋 内 空 間 へ の 熱 侵 入 量 を 抑 え る こ と が で き る 。

（ ２ ） サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 屋 内 面 ２ ２ に 熱 遮 断 フ ィ ル ム ３ ０ が 貼 り 付 け ら れ る

こ と で 、 熱 遮 断 フ ィ ル ム ３ ０ が 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ 全 体 を 透 過 し た 赤 外 線 を 吸

収 や 反 射 に よ っ て 遮 断 で き 、 吸 収 や 反 射 さ れ た 赤 外 線 を 利 用 し て サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス

２ ０ の ガ ラ ス 温 度 の 上 昇 を 促 進 で き る 。 こ れ に よ り 、 太 陽 ５ の 日 射 量 が 多 く な る 場 合 に は

、 外 ガ ラ ス ７ が 遮 蔽 す る 日 射 量 を 速 や か に 多 く す る こ と が で き 、 外 ガ ラ ス ７ か ら 屋 内 空 間

へ の 熱 侵 入 量 を 抑 え る こ と が で き る 。

（ ３ ） 熱 遮 断 フ ィ ル ム ３ ０ が 可 視 光 線 を 透 過 し 且 つ 赤 外 線 を 吸 収 す る 特 性 を 有 し た 熱 線 吸

収 フ ィ ル ム に よ っ て 構 成 さ れ る 場 合 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ を 透 過 す る 可 視 光 線 に

対 す る 熱 線 吸 収 フ ィ ル ム の 影 響 を 抑 え る こ と が で き る と 共 に 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２

０ を 透 過 し た 赤 外 線 を 熱 線 吸 収 フ ィ ル ム に よ っ て 吸 収 す る こ と が で き 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク

ガ ラ ス ２ ０ の ガ ラ ス 温 度 の 上 昇 を 促 進 で き る 。

（ ４ ） 熱 線 吸 収 フ ィ ル ム の 赤 外 線 透 過 率 が サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 赤 外 線 透 過 率 よ

り も 低 く な っ て い る の で 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ を 透 過 し た 赤 外 線 を 熱 線 吸 収 フ ィ

ル ム で 遮 断 で き 、 外 ガ ラ ス ７ か ら 屋 内 空 間 へ の 熱 侵 入 量 を 抑 え る こ と が で き る 。

（ ５ ） 熱 線 吸 収 フ ィ ル ム の 可 視 光 線 透 過 率 が サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 可 視 光 線 透 過

率 よ り も 高 く な っ て い る の で 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ を 透 過 し た 可 視 光 線 を 熱 線 吸

収 フ ィ ル ム に も 透 過 さ せ る こ と が で き 、 熱 線 吸 収 フ ィ ル ム の 可 視 光 線 へ の 影 響 を 抑 え る こ

と が で き る 。

（ ６ ） 熱 遮 断 フ ィ ル ム ３ ０ が 可 視 光 線 を 透 過 し 且 つ 赤 外 線 を 反 射 す る 特 性 を 有 し た 熱 線 反

射 フ ィ ル ム に よ っ て 構 成 さ れ る 場 合 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ を 透 過 す る 可 視 光 線 に

対 す る 熱 線 反 射 フ ィ ル ム の 影 響 を 抑 え る こ と が で き る と 共 に 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２

０ を 透 過 し た 赤 外 線 を 熱 線 反 射 フ ィ ル ム に よ っ て 反 射 す る こ と が で き 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク

ガ ラ ス ２ ０ の ガ ラ ス 温 度 の 上 昇 を 促 進 で き る 。

（ ７ ） 熱 線 反 射 フ ィ ル ム の 赤 外 線 透 過 率 が サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 赤 外 線 透 過 率 よ

り も 低 く な っ て い る の で 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ を 透 過 し た 赤 外 線 を 熱 線 反 射 フ ィ

ル ム で 遮 断 で き 、 外 ガ ラ ス ７ か ら 屋 内 空 間 へ の 熱 侵 入 量 を 抑 え る こ と が で き る 。

（ ８ ） 熱 線 反 射 フ ィ ル ム の 可 視 光 線 透 過 率 が サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 可 視 光 線 透 過

率 よ り も 高 く な っ て い る の で 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ を 透 過 し た 可 視 光 線 を 熱 反 射

フ ィ ル ム に も 透 過 さ せ る こ と が で き 、 熱 線 反 射 フ ィ ル ム の 可 視 光 線 へ の 影 響 を 抑 え る こ と
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が で き る 。

（ ９ ） 外 ガ ラ ス ７ の 屋 外 面 ２ １ を 外 壁 面 ２ Ａ に 対 し て 面 一 と な る 位 置 に 配 置 し て 日 射 遮 蔽

窓 １ を 建 物 壁 ２ の 開 口 ３ に 設 置 し た 建 物 壁 構 造 を 構 成 し て い る の で 、 例 え ば 外 ガ ラ ス ７ の

屋 外 面 ２ １ が 建 物 壁 ２ の 外 壁 面 ２ Ａ よ り も 屋 外 側 に 突 出 し た 位 置 に 配 置 さ れ る 場 合 と 比 べ

て 、 外 ガ ラ ス ７ が 屋 外 の 風 の 影 響 を 受 け に く い 構 成 に で き 、 屋 外 空 間 か ら 中 空 層 ８ に 過 度

に 流 れ 込 む 気 体 流 量 を 抑 え る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 中 空 層 ８ の 温 度 が 過 度 に 低 下 し

、 こ の 温 度 の 影 響 を 受 け た サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ を 透 過 す る 透 過 日 射 量 が 過 度 に 多

く な る こ と を 抑 制 で き て 、 日 射 遮 蔽 窓 １ を 透 過 す る 透 過 日 射 量 と 中 空 層 ８ の 排 熱 と の バ ラ

ン ス を 安 定 さ せ る こ と が で き 、 屋 内 空 間 に お け る 日 射 熱 取 得 率 を 小 さ く す る こ と が で き る

。

【 ０ ０ ３ ５ 】

［ 変 形 例 ］

　 前 記 実 施 形 態 で は 、 外 ガ ラ ス ７ に 対 し て 上 下 に 連 通 口 ９ を 形 成 し て い る が 、 中 空 層 ８ を

排 熱 可 能 に 換 気 で き る よ う に 形 成 さ れ て い れ ば よ く 、 例 え ば 外 ガ ラ ス ７ に 対 し て 上 下 一 方

だ け に 連 通 口 ９ が 一 つ ま た は 複 数 並 ん で 形 成 さ れ て い て も よ く 、 ま た 、 外 ガ ラ ス ７ の 縦 側

縁 と 建 物 壁 ２ と の 間 に 連 通 口 ９ が 一 つ ま た は 複 数 並 ん で 形 成 さ れ て い て も よ い 。

　 ま た 、 連 通 口 ９ に は 、 当 該 連 通 口 ９ を 開 閉 す る 開 閉 蓋 が 設 け ら れ て い て も よ く 、 こ の 場

合 、 例 え ば 外 気 温 が 低 く 室 温 が 高 い 冬 期 な ど に 、 開 閉 蓋 に よ っ て 連 通 口 ９ を 閉 鎖 し 、 中 空

層 ８ に よ る 断 熱 性 を 高 め て も よ い 。

　 前 記 実 施 形 態 で は 、 図 １ で は 外 ガ ラ ス ７ の 屋 外 面 ２ １ が 、 外 壁 面 ２ Ａ に 対 し て 面 一 と な

る 位 置 に 配 置 さ れ て い る が 、 例 え ば 図 ５ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 外 壁 面 ２ Ａ に 対 し て 屋 内 側 に

寄 っ た 位 置 に 配 置 し て も よ く 、 こ の 場 合 で も 、 外 ガ ラ ス ７ が 屋 外 の 風 を 受 け に く い 構 成 に

で き る 。 ま た 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の ガ ラ ス 温 度 や 中 空 層 ８ の 排 熱 量 を 適 切 な 範

囲 に 保 て る 場 合 に は 、 図 ５ （ Ａ ） に 示 す よ う に 外 ガ ラ ス ７ を 外 壁 面 ２ Ａ に 対 し て 屋 外 側 に

配 置 し て も よ い 。

　 前 記 実 施 形 態 で は 、 外 ガ ラ ス ７ の サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 屋 内 面 ２ ２ に 熱 遮 断 フ

ィ ル ム ３ ０ が 貼 り 付 け ら れ て い る が 、 こ の 熱 遮 断 フ ィ ル ム ３ ０ に よ り 赤 外 線 を 熱 遮 断 す る

必 要 や 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の ガ ラ ス 温 度 の 上 昇 を 促 進 さ せ る 必 要 が な い 場 合 に

は 、 熱 遮 断 フ ィ ル ム ３ ０ の 構 成 を 省 略 し て も よ い 。

　 前 記 実 施 形 態 で は 、 熱 線 吸 収 フ ィ ル ム は 、 図 ２ （ Ａ ） に 示 す 分 光 特 性 を 有 し て い る が 、

こ の 特 性 に 限 ら ず 、 可 視 光 線 を 透 過 し 、 且 つ サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の ガ ラ ス 温 度 を

上 昇 で き る 程 度 に 赤 外 線 を 吸 収 す る 特 性 を 有 し て い れ ば よ い 。 ま た 、 前 記 実 施 形 態 で は 、

熱 線 反 射 フ ィ ル ム は 、 図 ２ （ Ｂ ） に 示 す 分 光 特 性 を 有 し て い る が 、 こ の 特 性 に 限 ら ず 、 可

視 光 線 を 透 過 し 、 且 つ サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の ガ ラ ス 温 度 を 上 昇 で き る 程 度 に 赤 外

線 を 反 射 す る 特 性 を 有 し て い れ ば よ い 。

　 前 記 実 施 形 態 で は 、 熱 線 吸 収 フ ィ ル ム は 、 可 視 光 線 透 過 率 が サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２

０ の 可 視 光 線 透 過 率 よ り も 高 く な っ て い る が 、 同 程 度 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 前 記 実 施 形

態 で は 、 熱 線 反 射 フ ィ ル ム は 、 可 視 光 線 透 過 率 が サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 可 視 光 線

透 過 率 よ り も 高 く な っ て い る が 、 同 程 度 で あ っ て も よ い 。

　 前 記 実 施 形 態 で は 、 熱 遮 断 フ ィ ル ム ３ ０ は 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 屋 内 面 ２ ２

に 貼 り 付 け ら れ て い る の で 、 他 の 熱 遮 断 フ ィ ル ム ３ ０ と 貼 り 替 え る こ と で 日 射 遮 蔽 ガ ラ ス

１ ０ の 特 性 を 調 整 、 変 更 す る こ と が 可 能 で あ り 、 例 え ば 熱 線 反 射 フ ィ ル ム か ら 熱 線 吸 収 フ

ィ ル ム に 貼 り 替 え る こ と が で き る 。

　 前 記 実 施 形 態 で は 、 熱 遮 断 フ ィ ル ム ３ ０ は 、 屋 内 面 ２ ２ の う ち 中 空 層 ８ に 露 出 す る 全 面

に 貼 り 付 け ら れ て い る が 、 部 分 的 に 貼 り 付 け ら れ て い て も よ く 、 例 え ば 日 射 の 入 射 角 な ど

を 考 慮 し て 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 上 下 半 分 な ど に 貼 り 付 け ら れ て い て も よ い 。

　 前 記 実 施 形 態 で は 、 熱 遮 断 フ ィ ル ム ３ ０ は 、 サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ の 屋 内 面 ２ ２

に 貼 り 付 け ら れ て い る が 、 こ れ に 限 ら ず 、 ス パ ッ タ リ ン グ 等 で 形 成 さ れ た 熱 遮 断 膜 で あ っ

て も よ い 。

　 前 記 実 施 形 態 に 係 る 日 射 遮 蔽 窓 １ は 、 内 ガ ラ ス ６ お よ び 外 ガ ラ ス ７ を 備 え た 二 重 窓 と し
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て 構 成 さ れ て い る が 、 例 え ば 、 内 ガ ラ ス ６ や 外 ガ ラ ス ７ が 窓 枠 ４ な ど の 枠 材 に 不 動 に 固 定

さ れ た 固 定 窓 （ Ｆ Ｉ Ｘ 窓 ） で あ っ て も よ く 、 内 ガ ラ ス ６ や 外 ガ ラ ス ７ が 窓 枠 ４ な ど の 枠 材

に 開 閉 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 各 種 の 窓 で あ っ て も よ い 。 外 ガ ラ ス ７ を 備 え た 窓 が 引 き 違 い

窓 な ど の 開 閉 可 能 な 窓 に よ っ て 構 成 さ れ る 場 合 に は 、 こ の 窓 を 中 空 層 ８ の 排 熱 に 適 し た 開

口 面 積 と な る よ う に 開 く こ と で 連 通 口 を 形 成 し て も よ い 。 ま た 、 日 射 遮 蔽 窓 １ は 、 既 設 窓

の 屋 外 側 に サ ー モ ク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス ２ ０ を 有 し た 外 ガ ラ ス ７ を 配 置 し 、 屋 外 空 間 と 連 通 す

る 中 空 層 ８ を 形 成 す る こ と で 構 成 さ れ て い て も よ い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 １ （ １ Ａ ～ １ Ｃ ） … 日 射 遮 蔽 窓 、 ２ … 建 物 壁 、 ２ Ａ … 外 壁 面 、 ２ ０ … サ ー モ ク ロ ミ ッ ク

ガ ラ ス 、 ２ １ … 屋 外 面 、 ２ ２ … 屋 内 面 、 ３ … 開 口 、 ３ ０ … 熱 遮 断 フ ィ ル ム 、 ４ … 窓 枠 （ 枠

体 ） 、 ５ … 太 陽 、 ６ … 内 ガ ラ ス 、 ７ … 外 ガ ラ ス 、 ８ … 中 空 層 、 ９ … 連 通 口 、 Ｌ … 距 離 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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